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刻 み 生 薬 浴 用 剤 浴 の 効果

渡邊 智,今 西宣行,藤 原敏雄,川 崎義巳
(株)ツムラ中央研究所商品開発研究所

大塚吉則

北海道大学医学部加齢制御医学講座

Effects of Bathing with Cutting Crude Drugs 

Satoshi WATANABE, Nobuyuki IMANISHI 

Toshio FUJIWARA, Yoshimi KAWASAKI

Chemical & Cosmetic Products Development Central Research Laboratories Tsumura & Co. 

Yoshinori OHTSUKA 

Department of Gerontotherapeutics, Hokkaido University School of Medicine

Summary

In this study, we investigated the effect of bathing with cut crude drugs on thermal preser-

vability, water holding capacity, and smoothness of the feel. After immersion with cut crude

drugs of s min at 41℃, the forearm skin core temperature was significantly higher than after

plain water bathing. Water sorption-desorption tests on the skin in vivo with cut crude drug

extract for the functional assessment of the stratum corneum revealed that the GARENIAE

FRUCTUS extract, all of cut crude drugs extract, and FOENICULI FRUCTUS extract are

significantly superior to plain water bathing in water holding capacity.

Furthermore, an evaluation using a skin model revealed that cut crude drugs have effects

significantly superior to that of plain water bathing in increasing the smoothness of the feel.

The above results clarified that bathing with cut crude drugs has a stronger effect on thermal

preservability and that their extract increases water holding capacity and smoothness of the

feel.
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Ⅰ.緒 言

古来 よ り,植 物 を浴湯 中にいれ るの は洋

の東西 を問わず行 われていたこ とであ り,

先人が経験 によ り育てた知 恵で あ り,漢 方

薬 として も広 く利 用 されて きた。利用 され

た植物 は天然物で あることか ら,地 域 に よ

り植生が大 きく異な ってい る。 日本 におい

ては,中 国 より伝わ った漢 方薬 の伝統 に基

づ いて選 ばれ た植物が使用 されてい ること

もあ る。代表的 な もの と しては菖蒲,陳 皮

(ミカ ンの乾燥果皮),柚 子等 が使 われてい

る。菖蒲湯 は邪気 を払 う もの,柚 子湯 は体

が暖 まるもの とされている。
一方
,ヨ ーロ ッパ にお いて使われ る植物

と して は,ミ ン ト,カ モマ イル(カ ミツ

レ),ロ ーズマ リー,ラ ベ ンダーな どがハ ー

ブ として使 われてい る。 いずれの植 物 も精

油 を多量 に含 んでお り,体 を温め た り,精

神 を リラックス させ た りす る働 きが ある と

されてい る。

生薬 は天然物 とい う性質上,今 回の刻み

生薬の様 に直接浴 湯中に投入 して用 いて使

用す る場合が多 く,現 在 市販 され てい る浴

用剤 の中にはこれ らを参考 に している もの

もあ る。

入浴時 に植物 を配合す ることで保温効果

が得 られるこ とは既 に報告 されてお り,生

理 学 的側 面 か ら種 々の検 討 が行 われ て い

る1),2)。今 回我 々は,製 剤安 定性等 の面 か ら

選定 した刻み生薬 混合処 方系 での保温効果,

皮膚 の保湿能及び滑 らか さに及 ぼす影響 に

ついて検討 したので報 告す る。

Ⅱ.対 象 と方法

入浴効果 について は,健 常男性12名(年

齢29±3.5歳)を 対象 とした。入浴 方法 は,

淡 水浴 と刻 み生薬浴用剤浴(ハ ッカ,セ ン

キュウ,チ ンピ,ト ウキ,ド クカ ツ,ウ イ

キ ョウ,サ ンシシ より構 成20g/200L)の

2群 で行い,い ずれ も入浴温度41℃,5分

間の軽 く膝 を曲げた状態での座位全身入浴

を行 った。前腕 部皮膚温,前 腕部 皮膚深部温,

示指部指 尖容積脈波,前 腕 内側部 角層水分

量,前 腕 内側 部経表 皮蒸散水分量 を,前 値,

出浴後5分,10分,20分,30分,60分,90

分後で測定 した。機 器 は,GTM205(テ ル

モ),PT-300(フ クダ電子),SKICON200

(IBS),TEWAMETER(Courage&Khaza-

ka,Germany)を 用 い,温 度25±1℃,湿 度

50±3%の 人工環境室 にて行 った。

保湿能 に対す る影響 につ いて は,角 層水

負 荷 試験3)に よる角 層水 分保 持 能(WHC

%)評 価 を行 い,被 験部位 として前腕 内側

部 を用 い,SKICON200(IBS)に よ り,上 記

刻 み生薬浴用剤浴の100倍 濃度 と,同 濃度 に

よる単一原料及び蒸留水 に よる評価 を行 っ

た。

滑 らか さに及ぼす影響 につ いては,人 工

皮膚モデル を用い,KES-SE-DC(KATOTECH)

によ り上記 入浴時 の100倍 濃度 及び蒸 留水

で検 討 を行 った。

統計処 理の方法 は,t検 定 を用 いた。

Ⅲ.結 果

1.前 腕 部皮膚温

刻み生薬浴 用剤浴群 は,淡 水浴群 に比較

して,浴 後,高 値 を示す傾 向がみ られた。

(Fig.1)

2.前 腕部皮膚深 部温

刻み生薬浴用剤浴群 は,浴60分 後 に淡 水

浴 群 に比 較 して 有 意 に高 か っ た。(p<

0.05)(Fig.2)

3.示 指部指尖容積 脈波

刻 み生薬浴用剤浴群 は,淡 水浴群 に比較

して,有 意差 はみ られ なか ったが,浴 後,

高値 を示す傾向 にあった。(Fig.3)

4.前 腕 内側部角層水分量

両群 間に有意差 はみ られなか ったが,刻

み生薬浴 用剤浴群 は,淡 水浴群 に比較 して,

浴後,高 値 を示 す傾 向にあった。(Fig.4)

5.前 腕 内側部経表 皮蒸散水分量

両群 間 に有意差 はみ られなかった。(Fig.



刻み生薬浴用剤浴の効果　 137Fig. 1 Changes of skin surface temperature before and after water immersion with cutting crude drugsFig. 2 Changes of skin core temperature before and after water immersion with cutting crude drugsFig.3 Changes of photo plethysmograph before and after water immersion with cutting crude drugsFig. 4 Changes of skin surface hydration before and after water immersion with cutting crude drugs



138　 渡 邊 智 他Fig. 5 Changes of transepidermal water loss before and after water immersion with cutting crude drugsFig. 6 Water holding capacity of stratum corneum with in vivowater sorption-desorption test with cutting crude drugs s extract on MIU Mean+S.E. Fig. 7 Effect of cutting crude drugs extract on MIV Mean±S.E.Fig. 8 Effect of cutting crude drugs extract on MMD Mean±S.E.
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5)

6.保 湿 能 に対 す る影響

ウイキ ョウ,サ ンシシ及び刻 み生薬抽 出

群 において コン トロール(蒸 留水)と 比較

して角層水分保持 能(WHC%)の 上昇 が認

め られ た。(Fig.6)

7.皮 膚モデルへの滑 らか さ,滑 りやす さ

に及ぼす影響

刻 み生 薬抽 出群 は,滑 りや す さの指標

(MIU),滑 らか さの指標(MMD)で それぞ

れ コン トロール に比較 して有意 に改善がみ

られ,た。(Fig.7,8)

Ⅳ 考 按

生薬 な どの植物類 に よる浴用剤の評価 と

しては,特 に効果面 か ら保温作用や,末 梢

循環 改善作用 を評価 してい るものが散見 さ

れ る。伊藤 ら3)は,ト ウキ,セ ンキ ュウ,チ

ンピ,ハ マボウフウ,カ ミツ レ,ハ ッカか

らな る浴用剤 を用い,皮 膚温,皮 膚血流量

の増加 を証 明 して い る。 また,坂 田 ら4)は,

慢性関節 リウマチ(RA)患 者 を用 い,ラ ン

ズバ リー指 数 を指標 と した評価及 び筋 のこ

わば り等の 自覚症状 の寛解 について,生 薬

抽 出液入 り液体浴 用剤 を評価 し,良 好 な結

果を得た。田原 ら5)も,RA患 者 を用い,ラ

ンズバ リー指 数 を指標 とした評価 及び筋の

こわば り等の 自覚症 状の緩解 につ いて,生

薬抽 出液入 り液体浴用剤 を評価 し,淡 水 と

比べ有意 に良好 な結果 を得てい る。いずれ

も一つの要 因 として,末 梢循環改善 による

効果 が関与 している と考 え られ る。今回の

処方中でみ ると,ブ チル フタライ ド,リ モ

ネ ン,フ ラ ボノ イ ドに は強 い血 管拡 張 作

用6)があ るとされ てお り,そ れ らを含 むセ

ンキュウ,チ ンピ,ト ウキが,成 分的 に血

行促進等 の温熱効果面で寄与 している と考

え られ る。

経皮吸収面 に関 して,難 波 ら7)は,セ ンキ

ュウについて検討 し,エ ーテル エキス,メ

タノールエキスでの安 息香酸 の経皮吸収促

進効果 を示 して いる。 さらに,水 浴温度に

関 しては,30,35,40℃ での検 討 を行 い,

40℃ で顕著 に安 息香酸の経皮吸収 が促進 さ

れ るこ とを報告 している。今回の検討 は,

水抽 出 を前提 としているが,温 度面 では,

本研 究の入浴温度41℃ が,保 温等 に関する

因子 と して経皮吸収 な どに よい影響 を与 え

てい ることが示 唆 される。

保湿 や皮膚表面へ の影響 として は,角 層

水分保持 能試験 の結果 か ら,ウ イキ ョウ,

サ ンシシが主 に作 用 している と考 え られ る。

ウイキ ョウ はアネ トール を主成分 に リモネ

ン,ピ ネ ン,カ ンファー等8)を,サ ンシシは

ゲニ ポシ ドを主成分 にイ リ ドイ ド配糖体9)

を多 く含 み,そ れ らの成分 を中心 に作用 し

て いると推 察 され るが,複 合物質特 有の各

成分間の相互作 用に よる影響 も考 え られ る

ため,詳 細 については今後 の検討課題 と考

え られ る。保湿作用 に関す る研究 では,関

ら10),11)は,地黄 あるいは当帰 には,表 皮脂質

の合成作用が ある可能性 が示唆 される とし

てい る。 さ らに,地 黄お よび当帰 を用 いた

入浴剤 をア トピー性皮膚炎の治療 に併用 し

た ところ,従 来か ら行われてい る本症 に対

す る内服,外 用療法 の補助的効果 を臨床的

に確認 し,角 層水分量 あるいは角層水分保

持能 の改善 を報告 している。 この研 究か ら,

地黄 と当帰 に関 しては,何 らかの形 で保湿

改善 に作用 している可能性が考 えられ る。

今 回の混合処方 に よるデ ータは,単 品だ

けで は得 られない相乗効果が期待で きる可

能性 を示唆 してい る。触感 に関 して も,実

験的 にで はあるが,複 合処方 に より皮膚表

面 を滑 らか にす る作用 が示唆 され た。

成分的 には,天 然物 であ るこ と,混 合物

質で あることよ り,そ の作用原 因究明は今

後の課題 とな る。 問題 は,組 み合 わせが ど

の ようになった とき,効 果 が高 く現れ るか

とい うこ とで ある。今回の相乗的 な効果 は,
一つの有効な組み合わせ の結果 であると考

え られ る。
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以上 より,刻 み生薬浴用剤 での保温及び

保湿面での増強作 用が確認 された。 また,

今 回の生薬組み合わせ に よる保湿性の改善

は,今 後の研究 におけ る課題 と方向性 を示

す ものであ り,成 分 単離 に よる組 み合 わせ

の相 乗作用 な ど種 々の検 討が必要 である と

考 え られた。

V結 語

1.刻 み生薬浴用剤 を用い ることで浴後 の

保温 増強効果 が得 られた。

2.角 層水分保持能 は,ウ イキ ョウ,サ ン

シシ及び生薬刻 み混合物が優れてい るこ

とがわか った。

3.刻 み生薬抽 出液 を用 いるこ とによ り,

触感上の滑 らか さ増強への寄与が示唆 さ

れた。
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